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天王山法城寺

旧三河新四国（蒲郡～足助）名古屋鉄道線路と旧三河鉄道

天王
碧南中央駅

碧南中央駅・天王交差点から、天王山法城寺

蒲郡
西尾

碧南

高浜

刈谷 知立

豊田

足助

   

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
夏
本
番
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
今
ひ
と
つ
晴
れ
晴
れ
し
ま
せ
ん

が
、
暑
さ
に
気
を
つ
け
て
、
ご
自
愛
く
だ
さ

い
。

   

昨
年
か
ら
お
伝
え
し
て
い
る
三
河
新
四
国

八
十
八
ヶ
所
霊
場
。
い
よ
い
よ
結
願
で
す
。

★
山
崎
弁
栄
上
人

   

さ
て
、
結
願
寺
に
向
か
い
ま
す
。
八
十

五
・
八
十
六
番
か
ら
北
へ
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
。
深
称
寺
か
ら
約
一
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

大
浜
上
町
の
交
差
点
を
越
え
、
天
王
交
差
点

手
前
を
右
折
し
て
住
宅
街
に
入
る
と
八
十
八

番
、
浄
土
宗
の
天
王
山
法
城
寺
。
八
十
七
番

は
本
堂
内
の
天
王
殿
で
す
。
結
願
を
法
城
寺

と
す
る
た
め
、
天
王
堂
が
八
十
七
番
に
な
っ

て
い
ま
す
。

   

一
八
九
四
年
、
九
重
味
淋
創
業
家
（
石
川

家
）
縁
戚
の
資
産
家
、
石
川
市
太
郎
が
私
財

を
投
じ
て
作
っ
た
説
教
場
が
当
寺
の
始
ま
り

で
す
。

   

開
山
の
山
崎
弁
栄
上
人
（
一
八
五
九
〜
一

九
二
〇
年
）
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
ま
す
。

   

弁
栄
上
人
は
下
総
国
手
賀
沼
鷲
野
谷
（
現

柏
市
）
の
熱
心
な
浄
土
門
徒
の
農
家
に
生
誕
。

幼
い
頃
か
ら
近
所
の
真
言
宗
の
寺
で
仏
画
を

習
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
十
二
歳
の
時
に
阿

弥
陀
三
尊
を
夕
日
の
中
に
感
得
し
、
二
十
歳

で
出
家
し
ま
し
た
。

   

そ
の
後
は
上
京
し
て
増
上
寺
や
駒
込
吉
祥

寺
学
林
（
現
駒
澤
大
学
）
で
研
鑽
を
積
み
、

筑
波
山
中
で
念
仏
修
行
、
浄
土
宗
本
校
（
現

大
正
大
学
）
設
立
を
勧
進
、
イ
ン
ド
仏
跡
巡

拝
を
行
う
な
ど
、
真
摯
に
仏
道
に
邁
進
し
ま

し
た
。

   

一
九
一
八
年
に
は
時
宗
当
麻
派
本
山
、
無

量
光
寺
の
六
十
一
世
法
主
に
迎
え
ら
れ
、
一

九
二
〇
年
、
各
地
を
巡
錫
中
に
柏
崎
市
の
極

楽
寺
で
還
浄
し
ま
し
た
。

   
西
洋
楽
器
を
積
極
的
に
布
教
に
活
用
し
ま

し
た
。
仏
教
の
教
え
を
広
め
る
た
め
、
賛
仏

歌
を
作
詞
作
曲
し
、
当
時
は
目
新
し
い
楽
器

だ
っ
た
手
風
琴
を
自
分
で
演
奏
し
、
全
国
を

行
脚
し
た
そ
う
で
す
。
絵
画
や
米
粒
絵
も
描

く
万
能
者
で
す
。

   

そ
の
山
崎
弁
栄
上
人
が
開
山
で
す
か
ら
、

法
城
寺
に
は
上
人
縁
の
寺
宝
も
多
く
、
そ
の

影
響
が
色
濃
く
残
る
寺
院
で
す
。
凛
と
し
た

静
寂
を
感
じ
る
素
晴
ら
し
い
境
内
。
弁
栄
上

人
の
遺
徳
を
偲
び
つ
つ
、
合
掌
し
て
結
願
で

す
。

　
　

ご
本
尊
（
八
十
七
番
）　

火
防
大
師

　
　

ご
本
尊
（
八
十
八
番
）　

阿
弥
陀
如
来

　
　

ご
詠
歌

今
ま
で
は　

親
と
た
の
み
し
大
師
ず
え

め
ぐ
り
て
納
む　

法
城
の
寺

★
旧
三
河
新
四
国

   

紙
上
遍
路
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
一
六
二

六
年
（
寛
永
二
年
）
に
浦
野
上
人
が
開
創
し

た
元
祖
三
河
新
四
国
、
一
九
二
七
年
（
昭
和

二
年
）
に
再
興
さ
れ
た
旧
三
河
新
四
国
。
先

人
の
努
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
一
九
七
〇
年
（
昭

和
四
十
五
年
）
に
三
度
（
み
た
び
）
誕
生
し

た
の
が
現
在
の
三
河
新
四
国
で
す
。

   

元
祖
三
河
新
四
国
の
札
所
の
全
貌
は
調
べ

き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
旧
三
河
新
四
国
は

わ
か
り
ま
す
。

   

再
興
の
契
機
と
な
っ
た
善
通
寺
誕
生
院
貫

主
か
ら
贈
ら
れ
た
直
傳
證
は
、
現
在
も
雲
龍

寺
（
豊
田
市
）
本
堂
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

雲
龍
寺
は
旧
三
河
新
四
国
で
は
七
十
六
番
、

現
在
の
三
河
新
四
国
で
は
十
九
番
・
二
十
番

で
す
。

   

旧
三
河
新
四
国
の
札
所
は
、
一
番
薬
証
寺

（
蒲
郡
）
か
ら
、
西
尾
、
碧
南
、
高
浜
、
刈

谷
、
知
立
、
豊
田
を
経
て
、
八
十
八
番
香
積

寺
（
足
助
）
を
巡
拝
し
ま
す
。

   

ほ
と
ん
ど
の
札
所
が
旧
三
河
鉄
道
沿
線
に

位
置
し
、
海
沿
い
の
温
泉
景
勝
地
蒲
郡
か
ら

紅
葉
で
名
高
い
香
嵐
渓
を
結
ぶ
沿
線
振
興
策

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
駆
け
足
で
お
遍
路
し
ま

し
ょ
う
。

   

ス
タ
ー
ト
の
蒲
郡
は
、
東
三
河
新
四
国
、

三
河
海
岸
大
師
な
ど
、
複
数
の
弘
法
霊
場
が

交
錯
す
る
地
域
で
す
。
中
で
も
五
番
無
量
寺

は
、
三
河
新
四
国
（
六
十
一
番
・
六
十
二

番
）
、
参
河
国
准
四
国
（
五
十
四
番
）
、
東

三
河
新
四
国
（
十
七
番
）
、
三
河
海
岸
大
師

（
四
番
）
も
兼
ね
る
五
冠
王
で
す
。

   

碧
南
に
入
る
と
、
や
は
り
大
浜
地
区
に
札

所
が
集
中
し
て
い
ま
す
。
大
浜
か
ら
北
上
す

る
と
知
立
の
遍
照
院
。
旧
三
河
新
四
国
で
は

五
十
七
番
で
す
が
、
現
在
の
三
河
新
四
国
で

は
開
創
霊
場
（
零
番
）
で
す
。

   

さ
ら
に
北
上
し
て
猿
投
へ
。
大
悲
殿
東
昌

院
は
旧
三
河
新
四
国
で
は
奥
の
院
、
現
在
の

三
河
新
四
国
で
は
十
七
番
・
十
八
番
で
す
。

も
と
も
と
は
三
河
三
の
宮
で
あ
る
猿
投
神
社

別
当
寺
の
白
鳳
寺
。
神
仏
分
離
令
、
廃
仏
毀

釈
に
よ
っ
て
廃
寺
と
な
っ
た
後
、
復
興
さ
れ

ま
し
た
。

   

旧
三
河
新
四
国
は
浄
土
宗
系
寺
院
が
過
半

を
占
め
、
中
で
も
多
い
の
が
西
山
深
草
派

（
三
十
一
ヶ
寺
）
。
徳
川
家
康
が
三
河
一
向

一
揆
と
対
峙
し
た
際
、
一
向
宗
の
中
で
も
家

康
方
に
つ
い
た
お
寺
が
浄
土
宗
に
改
宗
し
た

経
緯
が
影
響
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

   

次
に
多
い
曹
洞
宗
（
十
八
ヶ
寺
）
の
ほ
か
、

全
部
で
十
六
宗
派
の
寺
院
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

   

札
所
石
柱
が
残
っ
て
い
る
お
寺
も
多
く
、

探
し
な
が
ら
散
策
す
る
の
は
楽
し
い
こ
と
で

す
。

★
三
河
新
四
国
の
宗
派
と
ご
本
尊

   

紙
上
遍
路
の
結
願
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
来
月
は
、
三
河
新
四
国
の
宗
派
と

ご
本
尊
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
ま
す
。
乞
ご

期
待
。


